
福
島
原
発
事
故
の
教
訓

二
〇
一
二
年
六
月
、
原
子

力
規
制
委
設
置
法
が
成
立

し
、
同
時
に
環
境
基
本
法
第

十
三
条
が
削
除
さ
れ
て
、
環

境
基
本
法
が
「
放
射
性
物

質
」
も
含
め
た
全
て
を
一
元

的
に
規
制
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
原

子
力
を
推
進
し
て
き
た
経

済
産
業
省
内
の
原
子
力
安

全
・
保
安
院
が
監
視
も
し
て

来
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
は

「
推
進
あ
り
き
の
規
制
」で
、

安
全
は
二
の
次
と
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
つ
い
に
原
発

事
故
を
引
き
起
こ
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
は
放
射

能
公
害
と
し
て
世
界
史
に

残
る
大
事
件
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
環
境
汚
染
・
公
害
防

止
の
観
点
か
ら
放
射
性
物

質
を
規
制
す
る
委
員
会
が

設
置
さ
れ
た
の
は
当
然
で
、

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置

法
に
は
、
原
子
力
施
設
の
規

制
の
み
で
は
な
く
、
「
国
民

の
生
命
、
健
康
及
び
財
産
の

保
護
、
環
境
の
保
全
（
中
略
）

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

環
境
基
本
法
第
十
三
条

改
正
（
削
除
）
で
従
来
の
環

境
個
別
法
は
改
定
さ
れ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
昨

年
五
月
、
国
会
に
提
出
さ
れ

た
「
水
質
汚
濁
防
止
法
」「
大

気
汚
染
防
止
法
」
「
環
境
影

響
評
価
法
」
の
改
正
案
は
あ

ま
り
に
不
十
分
で
し
た
。

私
た
ち
の
提
出
し
た
要
請

書
の
主
な
内
容
を
述
べ
ま

す
。

「
放
射
性
物
質
環
境
基
準
」

は
検
討
中

ま
ず
環
境
基
本
法
改
正

に
よ
り
政
府
は
「
放
射
能
規

制
に
関
わ
り
ど
の
よ
う
な

施
策
を
行
っ
た
の
か
」
と
質

し
ま
し
た
。
政
府
答
弁
書
で

は
「
原
子
炉
等
規
制
法
に
基

づ
く
原
子
炉
等
の
設
置
運

転
等
の
規
制
」
、「
大
気
汚
染

防
止
法
や
水
質
汚
濁
防
止

法
な
ど
に
よ
る
監
視
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
強
化
」
で
し
た
。

環
境
基
本
法
第
十
五
条
に

よ
る
「
有
害
物
質
の
環
境

基
準
」
に
つ
い
て
は
「
検
討

中
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
如

何
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

っ
て
も
環
境
基
準
が
な
け

れ
ば
汚
染
は
防
げ
ま
せ
ん
。

原
子
力
規
制
委
員
会
は
「
原

発
の
安
全
審
査
」
の
み
に
比

重
を
お
き
、
環
境
汚
染
防
止

や
住
民
避
難
に
つ
い
て
は

な
お
ざ
り
で
す
。

公
害
罪
で
も
一
歩
後
退

福
島
原
発
事
故
責
任
者

は
「
公
害
罪
」
に
該
当
し
な

い
か
と
質
し
ま
し
た
。

答
弁
書
で
は
「
公
害
罪
の

適
用
は
事
実
関
係
に
即
し

て
判
断
す
べ
き
」
で
「
罰
則
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放射性物質関連法の動き

2011.3.11 福島原発事故

2012.6 原子力規制委設置法。

環境基本法１３条改正

2012.8 福島原発事故由来

放射能対策特措法制定

2012.9 原子力規制委員会発足

2012.11 中央環境審議会提言

2013.6 環境防止個別４法案

（
経
過
）
昨
年
五
月
、
政
府
要
請

行
動
を
行
い
「
放
射
性
物
質
に
よ

る
環
境
汚
染
防
止
法
体
系
の
厳

正
整
備
の
要
請
書
」
を
総
理
大
臣

と
原
子
力
規
制
委
員
長
、
環
境
大

臣
へ
提
出
。
川
田
龍
平
参
議
院
議

員
か
ら
質
問
主
意
書
が
提
出
さ

れ
、
七
月
に
政
府
答
弁
書
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

一昨年、環境基本法が改正され、放射性物質も環

境汚染物として規制されることになりました。し

かし、厳密に改定されるべき法体系は不備のまま

です。豊かな三陸の海を守る会総会で、当会世話

人の永田文夫さんが環境法の整備を訴え、講演を

行いました。その要旨をお知らせします。



強
化
は
考
え
て
い
な
い
」
と

答
え
て
い
ま
す
。
放
射
性
物

質
も
環
境
法
の
公
害
物
質

福
島
原
発
事
故
地
下
水
海

洋
放
出
の
濃
度
基
準

福
島
原
発
の
地
下
水
を

バ
イ
パ
ス
を
通
し
て
海
へ

放
出
す
る
こ
と
が
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
規
制
値
は

ト
リ
チ
ウ
ム
が
「
一
五
〇

〇
ベ
ク
レ
ル
／
㍑
以
下
」

で
す
。
原
発
の
規
制
基
準

は
「
六
万
ベ
ク
レ
ル
／
㍑

以
下
」。
と
こ
ろ
が
六
ヶ
所

再
処
理
工
場
で
は
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
（
二
〇
〇
六
～

八
年
）
の
海
洋
放
出
廃
液

の
ト
リ
チ
ウ
ム
の
最
高
濃

度
は
、
実
に
「
一
億
七
〇

〇
〇
万
ベ
ク
レ
ル
／
㍑
」

（
二
〇
〇
七
年
十
月
二
日
）

で
す
。
福
島
の
汚
染
水
の

十
一
万
倍
で
す
。

「
レ
ベ
ル
７
」
で
も
ク
リ
ア

私
た
ち
は
「
福
島
事
故

の
放
出
ガ
ス
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
値
は
平
常
の
原
発
の

基

準

値

を

超

え

た

の

か
？
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

答
弁
書
で
は
「
単
純
に
比

べ
る
こ
と
は
不
適
切
だ
」

と
し
「
事
故
後
の
三
月
二

と
な
っ
た
以
上
、
他
の
公
害

物
質
同
様
公
害
罪
が
適
用

さ
れ
る
べ
き
で
す
。

一
日
に
は
濃
度
限
度
を
上

回
っ
た
の
は
ヨ
ウ
素
１
３

１
な
ど
五
つ
。
下
回
っ
た

の
は
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
、
１

３
７

だ
っ
た
」
と
答
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
福
島
原

発
の
敷
地
境
界
の
一
時
間

あ
た
り
の
数
値
の
は
ず
で

す
。
原
発
の
大
気
の
規
制

値
は
「
三
ヶ
月
の
平
均
」

で
す
が
原
発
事
故
の
時
、

原
発
敷
地
内
で
五
核
種
が

一
時
間
あ
た
り
の
「
平
均

線
量
限
度
」
を
超
え
た
と

し
て
も
、「
三
ヶ
月
の
平
均

空
間
線
量
率
」
で
は
基
準

を
超
え
る
こ
と
は
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
。
一
～
三
ヶ
月

後
に
測
っ
た
ら
放
射
能
値

は
ず
っ
と
下
が
り
ま
す
。

要
す
る
に
原
発
周
辺
濃
度

規
制
は
大
事
故
が
あ
っ
て

も
ク
リ
ア
し
て
し
ま
う
ほ

ど
緩
い
規
制
な
の
で
す
。

焼
却
に
よ
る
被
曝
の
危
険

私
た
ち
は
「
放
射
能
汚
染

物
の
焼
却
処
理
は
中
止
し

て
欲
し
い
」
と
し
、
「
従
業

員
教
育
は
ど
う
な
の
か
？
」

と
質
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
す
る
答
弁
は
「
焼
却
炉
の

九
九
％
の
放
射
能
灰
は
回

収
出
来
る
」
と
い
う
言
い
分

で
す
。
「
世
界
の
焼
却
炉
の

三
分
の
二
は
日
本
に
あ
る
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ア
メ
リ

カ
で
は
原
子
力
施
設
で
放

射
能
汚
染
物
の
焼
却
は
一

基
だ
け
を
対
策
を
施
し
て

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
般

の
ご
み
も
焼
却
せ
ず
埋
め

た
て
て
い
る
そ
う
で
す
。

答
弁
書
に
は
「
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

あ
た
り
一
万
ベ
ク
レ
ル
を

越
え
る
場
合
に
は
、
従
業
員

に
特
別
な
放
射
線
防
護
の

教
育
を
行
う
」
と
あ
り
ま
す
。

岩
手
で
も
一
ノ
関
市
で
、
焼

却
灰
が
三
万
ベ
ク
レ
ル
／

ｋ
ｇ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
従
業
員
教
育
を
行

う
と
い
う
の
で
は
遅
す
ぎ

ま
す
。
下
請
け
労
働
者
に
は

ど
う
徹
底
す
る
の
か
の
説

明
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「放
射
能
対
策
特
措
法
」は

三
年
経
過
で
再
検
討

福
島
原
発
事
故
由
来
の

放
射
能
対
策
特
措
法
の
附

則
に
は
、
「
三
年
経
過
で
再

検
討
す
る
」
と
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
年
八
月
三
一
日

以
降
再
検
討
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

か
っ
て
、
一
九
七
〇
年
に

は
「
公
害
国
会
」
が
開
催
さ

れ
公
害
防
止
の
法
整
備
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
私
達
は

要
請
書
に
、
あ
の
一
九
七
〇

年
の
よ
う
に
放
射
能
公
害

を
総
括
的
に
国
会
で
審
議

し
法
整
備
を
果
た
す
べ
き

請
願
行
動
の
成
果

総
会
で
は
、
「
結
成
以
来

進
め
て
き
た
『
放
射
能
海
洋

汚
染
防
止
法
制
定
』
の
請
願

行
動
は
、
環
境
法
の
不
備
を

訴
え
る
意
義
あ
る
運
動
だ

っ
た
」
「
一
昨
年
環
境
基
本

法
第
十
三
条
が
削
除
さ
れ
、

去
年
六
月
に
水
質
汚
濁
防

止
法
や
大
気
汚
染
防
止
法

で
は
な
い
か
と
提
案
し
ま

し
た
。
答
弁
書
で
は
、
「
大

気
汚
染
防
止
法
な
ど
の
改

正
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
特
措
法
の
見
直
し
と

合
わ
せ
て
検
討
す
る
。
提
案

の
放
射
能
汚
染
防
止
基
本

法
は
内
容
が
わ
か
ら
な
い
」、

と
い
う
回
答
で
し
た
。

環
境
を
汚
染
す
る
な
、
汚

染
者
は
厳
し
く
罰
す
る

ぞ
！
と
い
う
声
を
集
め
総

括
的
な
法
整
備
を
実
現
す

る
よ
う
粘
り
強
く
訴
え
て

行
き
ま
し
ょ
う
。（
要
約
・
尚
）

＊
永
田
さ
ん
の
講
演
録
は
当
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
。

な
ど
が
改
正
さ
れ
た
が
放

射
性
物
質
の
環
境
基
準
も

作
ら
れ
ず
、
放
射
能
規
制
措

置
は
不
十
分
で
あ
る
」
と
語

ら
れ
ま
し
た
。

放
射
能
汚
染
防
止
の

要
求
行
動
を
進
め
る

そ
し
て
、
三
月
二
六
日
に

宮
古
で
開
催
さ
れ
た
弁
護

士
山
本
行
雄
氏
（
札
幌
市
在

住
、
「
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

北
海
道
」
）
の
『
放
射
性
物

質
と
環
境
を
考
え
る
』
と
題

す
る
講
演
会
は
大
き
な
意

義
が
あ
っ
た
。
今
後
、
山
本

弁
護
士
ら
の
進
め
る
北
海

道
各
地
の
、
放
射
能
被
害
か

ら
命
と
暮
ら
し
を
守
る
運

動
と
連
帯
し
、
全
国
に
も
呼

び
か
け
て
七
月
一
八
日
に

政
府
へ
要
請
行
動
を
行
う

と
確
認
し
ま
し
た
。

六
月
一
七
日
平
泉
町
議

会
本
会
議
は
市
民
グ
ル
ー

プ
が
提
出
し
て
い
た
「
子
供

た
ち
の
甲
状
腺
検
査
を
求

め
る
請
願
」
を
全
員
賛
成
で

採
択
し
ま
し
た
。
総
務
教
務

委
員
長
か
ら
「
委
員
会
で
は

検
査
を
希
望
す
る
住
民
へ

は
町
単
独
で
受
検
出
来
る

よ
う
に
配
慮
す
べ
き
と
の

意
見
が
あ
っ
た
」
と
い
う
報

告
が
付
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
の
平
成
二
六
年
度

総
会
が
六
月
一
日
宮
古
市
内
で
開
催
さ
れ
放
射
性

物
質
の
環
境
放
出
規
制
法
体
系
整
備
を
政
府
に
要

求
す
る
行
動
の
強
化
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

さようなら原発
岩手集会

７月５日（土）
岩手教育会館大ホール
10:30 集会

広瀬 隆さん講演
『 原発再稼働ー許されな

いこれだけの理由 』
集会後 デモ

主催：岩手県実行委員会


